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本事業の目的と概要 

 

使用済製品の 3Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）のうち、リサイクルについては、特定家

庭用機器再商品化法や資源の有効な利用の促進に関する法律に基づき、一定程度進展しつつある一

方で、製品の適正な継続使用の促進を通じた廃棄物の減量化（リデュース、リユース）については、

より一層の促進が必要とされている。 

平成 22 年度より「使用済製品等のリユース促進事業研究会」を設置し、環境保全上の効果の点か

らも推進することが望ましいリユースに関する様々な取組の活性化を図るため事業を実施している

ところである。 

平成 26 年度の事業では、市町村とリユース業者や市民団体・NPO 等との連携によるリユースモデ

ル事業の実施及び平成 23・24・25 年度に実施したリユースモデル事業のフォローアップ調査を行う

とともに、モデル事業の成果を踏まえ、他の地域で展開・波及するための実施手順を示す「市町村

によるリユース取組み促進のための手引き（案）」を作成した。 

また、リユースの実態に関する調査として、中古衣類を対象とした海外でのリユース実態調査、

インターネットオークション・宅配リユースに関する実態調査を行い、今後のリユース推進に向け

た課題や支援策を検討した。 

リユース事業者との意見交換会を開催しリユース促進に向けた方向性について検討を行うととも

に、分科会を設置し、リユース業界を取り巻く法的環境（環境関連法以外）の整理の検討及びリユー

スに関する国際動向調査等を通じて、リユースを促進するための制度や政策設計について検討を

行った。 
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平成２６年度 使用済製品等のリユース促進事業研究会 

検討の経緯 
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＜議題＞ 
（１）平成２５年度事業の成果の取りまとめについて 
（２）平成２６年度の実施内容について 

－１  市町村における使用済製品リユースモデル事業の概要 
－２  モデル事業のフォローアップ調査・モデル事業の取りまとめ 
－３  中古衣類を対象とした海外でのリユース実態調査  
－４  インターネットオークション・宅配リユースに関する実態調査 
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（２）モデル事業のフォローアップ調査・モデル事業の取りまとめ（中間報告） 

－１  フォローアップ調査の結果報告（平成 23～25 年度実施地域） 
－２  モデル事業の取りまとめイメージについて 

（３）平成２６年度のリユース実態調査の実施状況 
－１ 中古衣類を対象とした海外のリユース実態調査 
－２ インターネットオークション・宅配リユースに関する実態調査 

（４）平成２７年度の事業の進め方について 
 
  

【第１７回 研究会（３月３１日（火）１０：００～１２：００】 

＜議題＞ 
（１）市町村における使用済製品リユースモデル事業（成果報告） 
（２）市町村における使用済製品リユースモデル事業の取りまとめ（案）について 
（３）平成２６年度のリユース実態調査の報告 
（４）意見交換会・分科会での検討結果の報告 

－１ リユース関連事業者との意見交換会について 
－２ 使用済製品等のリユース促進事業研究会 分科会の検討結果について 
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リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境整理に関する分科会 

分科会検討の経緯 

 

 

【第１回 分科会（１２月１２日（金）１０：００～１２：００】 

＜議題＞ 
（１）本分科会の目的と概要について 
（２）リユース業界に関わる関係法令の整理(環境関連法以外)について 
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（４）リユースを促進するための制度や政策設計について 
（５）リユース促進のための意見交換 
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＜議題＞ 
（１）リユース業界に関わる関係法令の整理(環境関連法以外)について 
（２）リユースに係る国際動向について 
（３）リユースを促進するための制度や政策設計について（意見交換） 
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第１章 使用済製品等のリユースに関するモデル事業 

市町村等とリユース事業者や市民団体・NPO 等とが連携し、リユースを促進するためのモデル事

業を実施した。平成 26 年度のモデル事業は、都道府県・市町村からの事業内容提案型として募集し、

地域の特性、状況や規模等を鑑みて検討した結果、東京都八王子市、神奈川県逗子市、愛知県武豊

町の２市１町で実施、各地域のプランの概要は以下の通りである。 

 
 東京都八王子市 神奈川県逗子市 愛知県武豊町 

事業の 
名称 

リユースショップと連携し

た「大学リユース市」事業 
地域密着型リユース・ライ

フスタイルの普及促進事業 
たけとよリユースステー

ション（仮称） 

事業の 
概要 

大学を卒業する学生が不要

とする家具等を、行政の支

援のもと、無償で新入生に

提供するイベント「大学リ

ユース市」を、中央大学、

リユースショップ、関連自

治体（多摩市・日野市）と

連携のもと実施する。 
また、学生と共同で「リユー

スショップ紹介冊子」を作

成し、大学や市のイベント

等で配布する。 

市内３ヵ所程度で住民間で

のリユースを実施するイベ

ント「エコ広場サテライト」

を開催。地域通貨「Zen」を

活用してリユース品の流通

の活性化を図る。 
また、市民へのリユース・

ライフスタイルの普及のた

め、パンフレット・パネル

等に加え、シンポジウムを

開催。 
また、リユースに関する情

報交換の仕組みとして、

Face Book を活用する。 

家庭に眠る「自分では使用

しないが、使用できるもの」

を住民間でリユースする取

組。住民から集めたリユー

ス品を会場に展示、参加者

が持ち帰るイベント「武豊

リユースパーク」を開催す

る。 
平成 22 年より上記イベン

トを実施しているが、常設

のリユース施設の開設を、

町内事業者と連携しながら

検討する。 

リユース 
対象品目 

家具類（収納ケース、机、

テーブル、ソファ等）、家電

製品、楽器、ゲーム機器、

CD・DVD、自転車など 

日用品・生活雑貨（食器、

台所用品等）、書籍、子ども

用品（おもちゃ等）、小型家

電など 

日用品・生活雑貨（食器、

台所用品等）、書籍、子ども

用品（おもちゃ等）、衣類・

服飾品、CD・DVD など 

役割分担 

【行政】企画・開催、広報、

残余品の処理 
多摩市、日野市と連携。 
【中央大学】企画・開催、

広報・周知（SNS 等活用）、

リユース品の提供・譲渡の

窓口 
【民間事業者】一部リユー

ス品の買取 

【行政】企画・開催支援、

市民への広報協力 
【市民団体】イベント企

画・開催、市民への広報資

料作成、残った製品の整理 
 

【行政】企画・開催、広報、

残余品の管理・処理 
【ボランティア団体等】

残った製品の有効活用 
【民間事業者】常設リユー

ス施設の運営 

実施日 大学リユース市は 3 月下旬

～4 月上旬に開催 

エコ広場サテライトは 12～
2 月に 3 ヵ所で各 2 回ずつ

開催 
シンポジウムを 1 月に開催 

「武豊リユースパーク」を

10 月 26 日（日）に開催、

常設リユースステーション

は 12 月中開店を目指す 
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I. 東京都八王子市 
＊八王子市のモデル事業は 4月 6日まで継続するものであり、3月 31 日時点での報告である。 

 

１．リユースモデル事業の概要 

１.１  プランの概要 

市民・事業者との協働によるリユース促進を目的として、平成 25 年度より実施している「大学

リユース市(以下、リユース市)」を中央大学、リユースショップ、関連自治体（多摩市・日野市）

と連携のもと実施した。 

リユース市とは大学を卒業する学生が不要となった家具等を、行政の支援のもと、無償で新入生

に提供するイベントであり、中央大学 FLP 環境プログラム・佐々木創ゼミ(以下、佐々木ゼミ)の学

生が主体となり、中央大学の卒業生に向けてリユース品の提供を呼びかけるとともに、家具等の大

型のリユース品については、八王子市が回収を行った。 

回収したリユース品は、3月 26日から 4月 6日にかけて、イベント「リユース市」にて新入生へ

の提供を実施する。さらにリユース品の一部をリユースショップに売却し、最終的に余ったリユー

ス品については、八王子市が処理を行う。 

また、八王子市周辺のリユースショップを紹介し、市民にリユースショップの利用を促す「リユー

スショップ紹介冊子(以下、リユース冊子)」を佐々木ゼミの学生と共同で作成し、大学や市のイベ

ント等で配布した。 

（1）対象品目 

卒業生から引き取るリユース品は、衣類、書籍、ゲーム、ＣＤ・ＤＶＤ、収納ケース、カラー

ボックス、扇風機、テレビ台、机、テーブル、椅子、ソファー、スタンドミラー、棚、楽器（ギ

ター・ベース）、小型家電などとした。なお、扇風機、小型家電に関しては、製造年が 5 年以内

のものとした。 

引き取りにあたっては、学生が「回収物品点検表」(別紙 1参照)をもとにチェックを行い、引

き取りの可否を判断した。 

（2）取り組みの概要 

リユース市開催に向けた事前準備等を含めたスケジュールは表 1のとおりである。 

事前準備では、主に卒業生を対象に広報活動を行い、収集と持ち込みにより、計 145 点のリユー

ス品を集めた。リユース市は、3月 26日～4月 6日に開催し、新入生に無償でリユース品の引き

渡しを行う。また、3月 23 日にはリユースショップに協力を依頼し、収集したリユース品につい

て事前に査定を行った。 

今後はこの査定結果とリユース市での引き取り状況を踏まえ、「リユースショップで売れるが

引き取りがなかったもの」や「売れないが引き取りがあったもの」等の学生のニーズの差を分析

し、リユース市のような取り組みをどのような形で活用していくべきかを検討していきたい。 

リユース市の実施後は、残ったリユース品の処理を行うとともに、効果測定、来場者アンケー

トの集計等を行う予定である。 
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表 1.リユース市開催に向けたスケジュール 

日時 取組内容 

事前準備 ・広報活動（学園祭での出展、ちらしのポスティング、ウェブページ、

ツイッターでの発信など） 

・関係者との調整などの事前準備 

12 月～3月 ・リユース品の持ち込み品の受付を実施（計 9回） 

※全学生を対象に実施 

1 月～3月 ・リユース品の収集の実施（計 8回） 

※中央大学学生寮(以下、Ｃ’ｓ)及び大学周辺の住まいが対象 

3 月 23 日（月） ・リユース事業者による回収品の査定 

（次年度以降の持続的な取り組みに向けてのデータ収集） 

3 月 26 日（木） 

 ～4月 6日（月） 

・リユース市の実施 

 （参加者にはアンケート調査を実施予定） 

効果測定・成果取りまとめ ・残ったリユース品の処理 

・効果測定、来場者アンケートの集計等 

 

（3）役割分担 

事業の実施に当たって、八王子市と中央大学で協定書を作成し、表2のとおり役割分担を行っ

た。なお、広報等については双方で積極的に実施していくこととした。 

 

表 2.リユース市実施にあたっての役割分担 

主体 内容 

八王子市 
・家具等の運搬についての支援。 

・リユース市開催後の家具等の残余品についての処理を支援。 

中央大学 

・家具等の提供についての受付。 

・提供を受けた家具等の保管。 

・リユース市を開催し、提供を受けた使用済家具等を新入生に引き渡す。 

・家具等のうち、売り払い可能なものの一部を、リユースショップに売却し、

リユース市の運営資金に充当。 

 

１.２  広報・ＰＲ等の方法 

チラシは計 4,800 枚作成し(別紙 2 参照)、学内での配布・掲示やＣ’ｓへのポスティング、リ

ユース市運営ボランティアの募集などで活用した。また、10月 31 日、11月 2 日の第 48回中央

大学白門祭(以下、白門祭)では、リユース市を宣伝するためのブースを出展し、昨年の取り組

みの紹介も行った。  

加えて、ウェブページやツイッターでの情報発信も継続的に行った。 
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表 3.作成したチラシの内容と枚数 

配布時期 内容 枚数 

学園祭 

(10 月 31 日、11 月 2 日) 

新入生への物品提供案内 300 枚 

卒業生への物品引き取り案内 300 枚 

ボランティア募集 300 枚 

第 1 回ポスティング 卒業生への物品引き取り案内 900 枚 

第 2 回ポスティング 卒業生への物品引き取り案内 1,000 枚 

リユース市 新入生への物品提供案内 2,000 枚 

合計 4,800 枚 

 

表 4.広報・ＰＲ等の実施状況 

時期 周知方法 内容 詳細 

10 月 14 日 プレスリリース 中央大学広報室 環境省モデル事業採択 

10 月 15 日 プレスリリース 八王子市 環境省モデル事業採択 

10 月 17 日 テレビ放送 J:COM(ケーブルテレビ) 環境省モデル事業採択 

10 月 31 日 

11 月 2 日 
イベント 白門祭 

・チラシ配布 

・スライド上映 

・アンケート調査 

・ボランティア募集 

11 月末 イベント 推薦合格者お部屋相談会 チラシ配布 

12 月 1 日 広報掲載 
「広報はちおうじ」 

平成 26 年 12 月 1 日号 
 

12 月 1 日 ＨＰ掲載 ChuoOnline  

12 月中旬 

～下旬 

チラシポスティング

(第 1回) 
対象：Ｃ’ｓ約 900 戸 

卒業生への物品引き取り案

内 

12 月 22 日 ＨＰ掲載 中央大学ＦＬＰ 
卒業生への物品引き取り案

内 

12 月 24 日 ＨＰ掲載 中央大学経済学部 
卒業生への物品引き取り案

内 

12 月末 学内周知 昼休み、授業終了後の教室などでチラシ配布 

12 月末 ポスター掲示 学内掲示板  

1 月下～ 

2 月上旬 

チラシポスティング

(第 2回) 
対象：Ｃ’ｓ約 900 戸 

卒業生への物品引き取り案

内 

1 月下～ 
2 月上旬 ポスター掲示 Ｃ’ｓ及び大学周辺の飲食店等 卒業生への物品引き取り案

内 

2 月 7 日 イベント 八王子市 
消費生活フェスティバル 

・リユースショップ紹介冊

子配布 
・アンケート調査 

3 月 ポスター掲示 学内掲示板等 新入生への物品提供案内 

3 月 16 日 プレスリリース 八王子市 リユース市開催 
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２．モデル事業の利用状況・効果について 

２.１  回収結果 

回収したリユース品は計 145 点(32 件)で総重量は約 950 ㎏であった。また、仮に回収物品を

すべて処分した場合、約 60,000 円の費用がかかる。 

回収物品の内訳は図 1 のとおりで、「棚・引き出し等」が最も多く、「書籍」など対象品目の

一部は提供されなかった。回収時に、リユース品提供者に実施したアンケートでは「物品をこ

の取り組みに提供しなかった場合の処理方法」として“廃棄する”が 66%と最も多く、粗大ごみ

の発生抑制に大きく寄与した。 

また、今年度から回収範囲を多摩市・日野市にも広げ、日野市から 21 点(6 件)の回収を行っ

た。 

図 1.回収物品の内訳(N=145) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.物品をリユース市に提供しなかった場合の処理方法(N=32) 
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２.２  査定結果 

回収したリユース品の価値をはかるため、日本リユース業協会より紹介を受けた「株式会社

トレジャー・ファクトリー」に依頼し査定を行った。 

査定の結果、売り払った場合の合計金額は19,400円で、最高価格は本棚の1,500円であった。

また、“取り扱いがない”や“状態不良”などの理由から引取不可の品物が 6.9%(10 点)あった

が、回収時に厳密な点検を行ったこともあり、残りの 93.1%(135 点)については有価又は無償で

の引き取りが可能であった。 

品物別にみると、平均引取単価が最も高いのは「棚・引き出し等」の 257 円であった。こち

らは引取不可になるものも少なく、回収品の対象としては適していたと考えられる。 

また、「テレビ台」と「衣料品」については、数は多くなかったもののすべてに値段がついた。 

一方、「収納ケース」や「電化製品」は、平均引取単価も低く、新入生の引き取りがなかった

場合、残余品として処分する可能性が高いため、今後も回収対象とするべきか検討が必要であ

る。 

表.5リユース品査定結果(N=145) 

合計金額 最高価格 引取不可能品(無償引取除く) 

\19,400 \1,500(本棚) 10 点 

 

図 3.価格別回収品点数(N=145) 
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表 6.品目別平均引取単価と引取不可率(無償引取含む) (N=145) 

品目 平均引取単価(\) 引取不可率(%) 点数 

棚・引き出し等 257 17.86 28 

机 233 33.33 21 

ベッド 117 66.67 6 

イス・ソファ 113 31.58 19 

カラーボックス 80 31.82 22 

テレビ台 75 0.00 6 

衣料品 71 0.00 7 

電化製品 45 54.55 11 

収納ケース 33 66.67 6 

その他 55 42.11 19 

 

２.３  リユース市の内容 ※取り組み終了後報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(分析内容) 

・参加者数 

・引き取られた品数 

・リユース率(引き取られた品数/総数×100) 

・引き取られた品数の重量(処理した場合の費用を計算する) 

・査定結果との相関(引き取り状況) 

・残余品処分費 

・当日アンケート結果(今後扱ってほしい品物、今後取り組みを希望するか等) 
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２.４  リユース冊子について 

リユース市の開催と並行して、八王子市周辺のリユースショップを紹介し、市民にリユース

ショップの利用を促すリユース冊子を佐々木創ゼミの学生と共同で作成した(10,000 部)。 

リユース冊子には、日本リユース業協会に紹介して頂いた会員企業 24 店舗を掲載し、あわせて

地域のリユースショップ紹介のために別紙として「八王子市リユースショップ店舗一覧表」も作成

した。(「八王子市エコショップ認定店1」から 6店舗を掲載している。) 

リユース冊子は、下記のとおりイベントでの啓発や市民課窓口等での転出入の対応時、市清掃工

場への一般持込みの受付の際などに活用している。 

また、アンケート結果からリユースショップの利用等について効果的に啓発を行うことができた

と思われる。 

 

 

表 7.リユース冊子活用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.リユース冊子の中で一番役に立ったページはどれか？(N=160) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        
1 http://www.city.hachioji.tokyo.jp/gomi/5797/5965/index.html 

内容 部数 

市施設窓口等 1,250 

イベント 160 

他大学への配布 2,000 

図 4.市内にリユースショップがあることを 

知っていたか？(N=160) 
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３．モデル事業の事業採算性について 

リユース市の開催に要した経費は概算で 154,304 円であった。 

また、リユース市と並行して作成した冊子の作成費用は 478,440 円であった。 

 

表 8.リユース市開催経費 

支出合計 \154,304  

広報宣伝費 \28,016 リユース市広報チラシ \28,016 

イベント運営費 \126,288 イベント景品代(エコバッグ 200 枚、エコメモノート 300 冊) \80,568 

PR 用のぼり・立看板等製作費(のぼり旗 5 個、立看板 1

枚) 

\45,720 

配送費(配送委託、キャリーカート) 未定 

歳入合計 未定  

リユース品売却益 未定  未定 

配送手数料収入 未定  未定 

募金 未定  未定 

 

表 9.リユース冊子作成経費 

支出合計 \478,440 リユースショップ紹介冊子作成費(10,000 部) 

 

４．モデル事業の成果 

４.１  ごみの減量効果 

・ごみとして廃棄される可能性の高かった物品をリユース品として回収し、再使用を促すことが

できた。 

 

４.２  市民への啓発 

・学園都市である八王子市の課題であった学生に対するごみ減量・リサイクルの啓発について、

リユース市を通じて多くの学生に実施することができた。 

・リユース冊子を通じて、市民に対してリユースという概念を啓発するとともに、リユースショッ

プの紹介による具体的なリユースの方法を案内することができた。 

 

４.３  協働の実現 

・大学と協働し、学生が卒業に伴って不用になる家具等の再使用のしくみづくりを実施すること

ができた。また、このような取り組みを継続していくために解決すべき課題を整理することが

できた。 

・リユースショップと協働し、リユース品の査定やリユースショップの紹介などの連携を行うこ

とができた。また、今後取り組みを実施していくための関係構築ができた。 



- 15 - 

５．課題等 

５.１  運営 

（1）収集 

今回は行政の支援により収集を行ったが、学生が主体となって収集を行う場合、回収用の車両

を用意する必要がある。しかし、大学によっては保険等の点から授業内での車両使用を制限して

いる場合もあるため、今後は事前の受付や点検などを学生が行い、収集については民間事業者が

行うなどの連携方法も検討していく必要がある。 

 

（2）配送 

引き取り手である新入生に適切な費用負担を課すと、リユース品を無料で提供しても配送費用

により、新品を購入した場合の価格と差がなくなってしまう場合がある。回収物品のリユースを

促進するためには、配送費についても自前で車両を用意するか民間事業者と連携を図るなどして

負担を減らす方法を検討しなくてはならない。 

 

（3）保管場所確保 

今回は回収物品をイベント当日まで保管しておくために大学内の教室等 3部屋を使用した。 

イベント開催場所までリユース品の大幅な移動が必要であった昨年度よりは改善されたもの

の、145 品の品物を効率的に保管するには大学内で頻繁に移動を行う必要があった。移動にはマ

ンパワーが必要なため、今後取り組みを続けるにあたっては開催場所と保管場所を兼ねることの

できるような広いスペースが理想である。そのような場所を確保するためには、大学側に取り組

みを理解してもらい、早期から保管場所を確保することが必要である。 

 

５.２  組織 

今回のリユース市は佐々木創ゼミの学生のうち 2 年生 4 名が主体となって実施した(昨年度は

約 11名)。実施当初からマンパワー不足が懸念されており、ボランティア募集なども行ったが人

員確保には至らなかった。年度ごとに人員が流動的なゼミを主体とする場合、ボランティアの募

集方法や運営の役割分担(企画と実行を分けるなど)を検討し、人員確保の方法を検討しなくては

ならない。 

 

５.３  費用 

上記の収集や配送、また残余品の処分や広報等に係る費用をどのように捻出するかも検討しな

くてはならない。 

※リユース市終了後には、効率的な運営のために周知方法や回収対象とするべき品目などにつ

いても検討を行っていきたい。 
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６．今後の取り組み方針 

・上記の課題等を踏まえ、今後取り組みをどのような形で継続していくか大学側と調整を行って

いく。 

・今回の課題等を整理し、他大学や他の事業者との協働による実施も検討していきたい。 

・市民に対しては引き続き、広くリユースの啓発を行っていく。 
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別紙 1.回収物品点検表 
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別紙 2.ポスティング用のちらし 

取扱い物品
衣類、書籍、小型家電（調理器具、暖房器具を除く）、棚、机、
収納ケース、カラーボックス、スタンドミラー、椅子 など
＊場合によって扱えない物品がありますので、ゼミ生にご相談ください

物品が持ち込み可能に
前回は、３月に物品をご自宅まで引き取りに伺っていましたが、
それに加え物品の持ち込みの受付を行います。
日時：１２月と１月の登校日

毎週月曜日と木曜日の昼休み
場所：６号館７号館間のペデ下(学生課、厚生課上の屋内)
衣類や書籍など手軽に持ち運びできるものを提供したいとお考
えの方は、ぜひお気軽にお越しください！

←昨年度の様子

リユース市とは？
昨年度からFLPの佐々木ゼミで開催をはじめ、今年は環境省
のモデル事業に採択されました。八王子市、日野市、多摩市
で一人暮らしをしている中大生がまだ使えるにもかかわらず
不必要になった生活用品を新入生と在校生に受け渡すイベン
トです。今年は、３月の下旬から、４月の上旬にかけて開催
予定です。

回収予定日
回収希望の方のご自宅まで引き取りに伺います。ご希望の方は、
下記のホームページにアクセスしてください。
回収予定日：１月９日 １６時から

２月 上旬１回下旬２回 ３月 複数回
主な対象地域：八王子市・日野市・多摩市内のc’s、

八王子市内の東中野・堀之内・大塚地域
＊２月・３月の時間は未定です
またその他の日にち、地域はゼミ生にお尋ねください

詳しくは 「中央大学 リユース市」で検索
http://reuseproject-chuo.jimdo.com/
Twitter：中央大学リユース市 @chuo_reuse1
Mail： chuo_reuse1＠yahoo.co.jp  
八王子市連絡先：八王子市 資源循環部 ごみ総合相談センター
TEL：042-696-5353  (直通)

主催：中央大学(実施主題:FLP環境プログラム佐々木ゼミ) ・八王子市 協力：環境省

生活用品
私たちが引き取ります

不要になった
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II. 神奈川県逗子市 

１．実施するリユースモデル事業の概要 

１.１  プランの概要 

市役所１階市民ホールで開設している不用品交換スペース「エコ広場」をモデルとして、市

内３地域において出張エコ広場をサテライト会場としてイベント的に開設し、今後の常設また

は定期的な開催の可能性を検討する。 

また、リユースシンポジウム「捨てる！技術、自分らしい生き方」を開催するとともに、市

内のリユースショップ等を紹介したパンフレットを作成・配布し、市民に対するリユースの普

及啓発を行う。 

この事業の推進により、市民団体やリユース業者との連携を図ることにより、市民のリユー

ス気運を高める。 

（1）対象品目 

図表１は出張エコ広場の対象品と除外品である。 

 

図表１ 出張エコ広場の対象品と除外品 
分類 対象品 

対象品 
陶器・ガラス器、台所道具、日用雑貨、人形・おもちゃ、洋服・靴

（洗濯済の新しいもの）、服飾品・バッグ、小型家電（30cm くらい

まで）、書籍・絵本、CD・DVD 

除外品 スキー・ゴルフ用品、家具、大型家電、食品、 
カビ・汚れ・壊れのあるもの 

 

（2）取組の概要 

出張エコ広場は、12 月 12 日（金）、13 日（土）に市の体験学習施設「スマイル」、１月 23

日（金）、24 日（土）に西友逗子ハイランド店前、２月 20 日（金）、21 日（土）に久木会館の

市内３地域において実施する。 

各会場で不用品の持ち込みと持ち帰りによる無料交換を２日間実施し、持ち込みをした参加

者に対しては逗子の地域通貨「Zen（ぜん）」と交換できるエコポイント 1 ポイントを発行する。

（10 ポイントで１Zen（100 円相当）と交換可能）展示する不用品は当日受付のほか、市役所

のエコ広場へ提供された不用品の一部を展示する。 

イベント当日の持ち込み量及び持ち帰り量は、会場内に設置した受付で品目ごとに計量し、

ごみの削減量を計測する。また、来場者にアンケートへの協力を依頼して、イベントに対する

感想や今後の利用について把握する。 

イベント後に余った不用品については、市役所 1 階市民ホールにて開設しているエコ広場に

持ち帰り、展示を行う。 
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（3）役割分担 

逗子市はイベント全体の進捗・実行管理と、地域の自治会・町内会への広報活動に対するバッ

クアップを行う。市民団体である「逗子ゼロ・ウェイストの会」はチラシを作成し、広報活動

を担う。また、イベント当日の運営作業を行うとともに、地域毎のイベントをサポートする地

元ボランティアの募集・教育に努める。 

１.２  広報・PR の方法 

「広報ずし」での案内のほか、会場ごとの開催周知チラシを作成し、市内広報板への掲示及

び自治会・町内会での掲示板への掲示・回覧、会場周辺の地域へ戸別ポスティングを実施する。

シンポジウムのチラシ・リユースパンフレットは、「広報ずし」とともに全戸配布する。その他

の媒体としてタウンニュースを活用する。 

また、リユースモデル事業のキャッチフレーズとして、「いいね！リュース」を共通ロゴとし

て出張エコ広場やシンポジウムなどのイベントチラシだけでなく、宣伝用のノボリにも使用し、

イベント会場で「リユース」への関心を高める。 

 

図表 1 「いいね！リユース」ののぼり旗 

 

 

２．モデル事業の利用状況・効果について 

２.１  出張エコ広場の開催 

（1）来場者数、持ち込み・持ち帰り量の実績 

来場者数、持ち込み及び持ち帰りの件数・重量の実績を以下に記す。 

来場者の属性は、第１回の体験学習施設「スマイル」では子育て世代が、第２回のスーパー

マーケット「西友逗子ハイランド店」に隣接するスペースでは主婦層等が、第３回の地域活動

センター「久木会館」では高齢者等周辺の住民の参加が多かった。 

開催案内チラシを作成し、開催する地域での回覧や自治会等の掲示板への掲示、ボランティ

アによる各戸配布を行った。さらに、第３回（久木会館）開催では久木小学校の生徒へ配布し

た。イベント終了後に余った品物については、大部分を市役所のエコ広場で展示し、一部を市

内のリユースショップへ持ち込んだ。 
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図表 2 出張エコ広場の利用状況実績 
 

来場者数 
持ち込み 持ち帰り 

件数 重量(kg) 件数 重量(kg) 
第１回 437 83 175 189 108 
第２回 593 144 364 111 155 
第３回 188 99 273 185 170 

 

  
第１回出張エコ広場 体験学習施設 スマイルの様子 

 
 

第 2 回出張エコ広場 西友逗子ハイランド店前の様子 

  
第３回出張エコ広場 久木会館の様子 
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（2）持ち込み品・持ち帰り品の傾向 

図表４・５・６は、出張エコ広場での持ち込み、持ち帰り量の実績である。出張エコ広場の

開催場所によって参加者の属性に違いがあり、持ち込み、持ち帰りされる資源物の種類にも違

いが表れた結果となった。 

第１回は子連れの参加者が多かったため、洋服、おもちゃ・人形等の持ち込み、持ち帰り量

が多かった。 

図表 3 出張エコ広場第１回の持ち込み・持ち帰りの量(㎏) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ＊「おもちゃ・人形・土産品」の持ち帰り量が持ち込み量を大きく上回っている理由は、第 1 回会場では子

連れの参加者が予想されたことから市役所のエコ広場から子ども向けのおもちゃを持ち込んで展示した

ためである。 

 

第２回は、スーパーマーケットに隣接していたため、主婦層等買い物客の参加が多く、洋服、

食器、台所道具、日用雑貨の持ち込み、持ち帰り量が多かった。また、一日目に来店して開催

を知り二日目の持ち込みに至ったケースが多く見られた。 

 

図表 4 出張エコ広場第２回の持ち込み・持ち帰りの量(㎏)  
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第３回は、地域活動センター「久木会館」での開催であったため、来場者は他に比べて少な

かったが、自治会での回覧などの周知が行き渡り「持ち込み」「持ち帰り」の量はともに多かっ

た。食器類や台所道具・洋服の持ち込みが多く、食器類の持ち帰りが多かった。文具・日用雑

貨の持ち込みもかなりの数量に上っている 

 

      図表5出張エコ広場第３回の持ち込み・持ち帰りの量(kg) 

 

 

トータルの重量比として、持ち込み・持ち帰りの最も多いのは食器類であった。 

逗子は、高齢者家庭が多く、家族人数の減少などにより使用されなくなった食器類や台所用

具陶器などの持ち込みが多く見られるが、持帰りもまた一番多かった。若い世代へのリユース

の道筋ができたと思われる。洋服類の持ち帰りは、持ち込みの比率よりかなり低い。デザイン

の古いものがリユースされにくいことが分かる。おもちゃ・土産品などについては、持ち帰り

が多く、リユースされる傾向が見られた。 
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図表6出張エコ広場３会場の持ち込み品目の合計量比率(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表7 出張エコ広場３会場の持ち帰り品目の合計量比率(％) 
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（3）参加者アンケート結果（回答者数 259 名） 

出張広場（３会場）についての来場者アンケートの結果整理を以下に整理する。  

 

１）開催を何で知りましたか？       ２）また参加したいですか？ 

 
＊きめ細かな広報手段に反応している。   ＊大いに好感を得ている。 

 

３）今回利用した理由は何ですか？     ４）リユースはどこを利用していますか？ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

＊住まいが近い。「出張」の効果が見られる。  ＊利用をしたことがないに注目したい。 

 

５）「エコ広場ずし」常設開催について      ６）参加者の男女の比率 

 
  ＊何らかの方式での開催が望まれている     ＊男性の参加も多い。 

 

 

女

82%

男

18%

参加した男女の比率

参加したい

93%

どちらともい

えない

7%

また参加したいですか

有効に活用し

てほしいから

24%

住まいが近

い

18%

無料でいい

から

27%

新品でなくて

もよい

9%

市の事業な

ので

7%

一度に処分

できるから

5%

有効利用

4%

Zenがたまる

4%

車で来場

2%

今回利用した理由は
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７）参加者の年代比率              ８）参加者の住居地域別人数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊半数以上が５０歳以上。           ＊久木の参加者が多いのは、久木地域で２回 

開催されたことによる。 

 

９）参加者の住居地域別人数（開催地別） 

 

 

 

60歳代

27%

70歳代

22%40歳代

16%

30歳代

13%

80歳以上

10%

50歳代

8%

20歳代
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参加した年代比率
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50%
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15%
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桜山
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池子
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4%

小坪

2%

新宿

2%
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自由記述の意見・要望など 

 とてもいい取り組みだと思うので続けてほしい。出張はとてもうれしい。近場で気軽に来られ

る。 
 住居の近くが良い、足が悪いので出張エコ広場は大助かり。 
 古いものを有効に使え合えるのが良いと思う 
 子ども服など、孫の物は助かっている 
 市役所だけでなく、いろいろな場所で開催されると嬉しい。 
 大きい物・重い物を市役所まで持って行くのが大変。地域で開催してほしい。 
 子供が学校から案内を貰って知った 
 運営される方は大変だと思うが、ぜひ定期的に開催してほしい。 
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逗子市出張エコ広場ちらし（第１回） 表（左） 裏（右） 
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逗子市出張エコ広場ちらし（第２回） 表（左） 裏（右） 
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逗子市出張エコ広場ちらし（第３回） 表（左） 裏（右） 
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２.２  リユースシンポジウムの開催 

（1）開催結果 

１月 18 日（日）に逗子市文化プラザさざなみホールでリユースシンポジウム「捨てる！技

術、自分らしい生き方」を開催し、約 130 名が参加した。 

平井竜一逗子市長の挨拶の後、第１部では、「いいね！リユース 逗子のまちから」と題し

て、逗子市内のリユース事情が紹介された。続いて第２部では、辰巳 渚氏から「スッキリ暮

らす！素敵な生き方」と題し、大量消費社会における「もの」との上手な付き合い方と、生活

にリユースを取り入れる「コツ」についての講演と質疑応答があった。第３部では、市長・辰

巳氏・報告者及び聴衆を交えた意見交換が活発に行われ「逗子のリユースショップについて知

る事ができた」「今後エコ広場を使ってみたい」等の意見が述べられた。また、リユースパン

フレットに掲載されたリユース店（２店）やリユース関連団体（日本リユース機構）の参加、

発言もあり、最後に満員の来場者全員により「いいね！リユース」の宣言が力強く行われ、逗

子市におけるリユースの機運が高まった。  

会場には、逗子市内で営業しているリユース業者の紹介パネルなどの展示コーナーを設け、

来場した市民へのアピール効果があった。 

図表 ９ 逗子リユースシンポジウムのプログラム 
 内容 

第１部 

モデル事業報告「いいね！リユース 逗子のまちから」 

・リユースマップ作成のインタビューから見えてきたこと  
進藤和子（リユースマップ編集チーム） 

・ママはリユース上手 
村上朝鼓（はっぱの広場） 

・エコ広場ずしから「地域」エコ広場へ 
松本真知子（逗子ゼロ･ウェイストの会） 

第２部 
講演「スッキリ暮らす！素敵な生き方」 

講師：辰巳渚 氏（生活哲学家 家事塾主宰 「『捨てる！』

技術」著者） 

第３部 意見交換「いいね！リユース 逗子から始めよう新しい風」 

 

 
 

基調講演 パネルディスカッション 
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最後は「いいねリユース！」を宣言 市内のリユース業者等の紹介パネル 
 

（2）シンポジウムのアンケートについて 

参加者 130 名のうち、111 名からアンケートの回答を得た。シンポジウム・講演会に対して

の反応は、暮らしに役立ったとの回答数が圧倒的に多く、満足度の高さがうかがわれた。比較

的高い年代層の参加が多かったが、３０代〜５０代の参加もあり、幅広い年齢層からの関心が

寄せられた。 

 

１）第１部 モデル事業報告について      ２）第２部 辰巳渚氏の講演について 

満足

71%

普通

22%

不参加

7%

  

満足

93%

普通

6%

不満足

1%

 

 ３）第３部 意見交換について         ４）暮らしに役立ちましたか？      

満足

53%
普通

37%

不満足

3%

不参加

7%

        

役立った

97%

役に立た

なかった
1%

どちらとも

言えない
2%

（N=104） 
（N=108） 

（N=83） （N=105） 
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５）参加者の住居地域               ６）参加者の男女の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）参加者の年代の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想・意見などが多数よせられ（７８名）、関心の高さや満足度がうかがわれる。以下、抜粋。 

 市民の関心の高さに驚いた。行政・市民が一体となって取り組んでいくことが大切 

 始めにチラシを見た時から是非聴講したいと思っていた。早速今日から始めようと思

う。 

 小型家電の回収ボックスがあることを知った。 

 逗子でのリユース店の紹介・ママの立場でのリユース・逗子市内での取り組みについ

て知る事が出来よかった。 

 今後、モノとの付き合いを見直すとても良い機会となった。 

 遺品整理の事で参考になった。再度開催して欲しい。 

 小中学生へも分かりやすい方法で教育してほしい。 

 リユースのパンフレットが役にたった。 

 辰巳さんのお話は、期待通りで、いろいろ考えさせられた。 

 エコ広場をもっと活用してみたいと思った。 

 

 

市内
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葉山町
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その他

5%
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逗子市シンポジウムちらし  表（左） 裏（右） 
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２.３  リユースパンフレットの作成 

（1）リユースパンフレットの概要 

市内のリユースショップを紹介するパンフレット「リユース生活のススメ」を作成するにあ

たり、市内のリユース事業者（14 店舗）に掲載について打診したところ、閉店状況にある店舗、

掲載を希望しない店舗を除いた、９店舗の協力が得られた。 

若い世代にも読んでもらえることを意図して、親しみやすいデザインに編集し、リユース気

運を高めるため出張エコ広場のノボリやちらしに使用した「リユースいいね！」のキャッチフ

レーズをパンフレットにも使用した。 

１月 18 日のリユースシンポジウムにむけて、29,000 部発行し、「広報ずし」２月号配布と同

時にパンフレットを全戸配付し、掲載協力店にも配架した。 

（2）リユースパンフレットの効果 

リユースパンフレットに掲載された市内リユースショップに対して、リユースパンフレット

の効果についてアンケートを実施した。掲載後の反響について以下に記載する。 

掲載店舗からは「リュースパンフレットにより問い合わせや来店も増え、予想外の効果だっ

た」等の意見が寄せられ、市役所１階市民ホールで開催している「エコ広場」との連携に対し

ても好意的な感触が伺われた。 

また、市民からも「これによりリユースショップを知った、利用したい」、等の意見が寄せら

れた。今後も、このパンフレットを用いて、市内のリユースショップ及び「エコ広場」を PR し、

利用者を増やしていくことが重要であると考える。 

 

店名 利用者からの問合せ・反響 

ワットマン逗子久木店 店長からは「掲載されていましたね」等の声がかけられたと聞く

が、詳細は不明。 

ブックオフ逗子久木店 電話での問合せが何件かあった。件数はわからないが、問合せが

ある事自体反響があったと思える。 

カモミール 来店者がパンフレットを見て来店したかどうかは不明。 

ペチコートレーン かなりの電話問合せあり。来店数は不明。知人や顧客からパンフ

掲載の報告あり。 

今昔きもの 侘助 かなりの手応えを感じている。今までは紹介を介しての来店形式

だったが、新規の顧客からの問合せが増え、足が遠のいていた顧

客からも何件か連絡があった。自店で引取れない物はエコ広場へ

と薦めている。 

くるくる 配布と同時に問合せの電話多数あり、その後も多い。来店者も増

えたが、人数は不明。知人や顧客からもパンフ掲載について声を

かけられた。 

八風堂 問い合わせが 3 件あった他、反響あり。知人や顧客から声をかけ

られた。客層は中高生が中心であるが、来店者が増えた。掲載に

感謝している。 

古本イサドととら堂 反響があったかどうか分からない。 
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リユースパンフレット（表紙（左）、裏面（右）） 
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リユースパンフレット（見開き） 
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３．モデル事業に要した経費 

モデル事業に要した経費を以下に整理する。 

 
事業内容 合計 支出項目 支出金額 

出張エコ広場 126,000 開催場所３地域ごとのちらし作成・印刷 60,000 

    のぼり作成 60,000 

    エコ広場会場費（第３回会場） 5,000 

    出張エコ広場（第２回）テントリース料 1,000 

シンポジウム 486,184 シンポジウム用ちらし等作成・印刷・配布費 213,084 

    シンポジウム講師代・会場費 173,100 

リユースパンフレット 363,071 逗子市リユースパンフレット印刷費 250,000 

    逗子市リユースパンフレット配布費 113,071 

効果測定（アンケート） 6,083 アンケート用紙等 5,433 

    アンケート印刷費 650 

合計 881,338   

 

３回開催した出張エコ広場での持ち込み量の総量は 812 ㎏であり、仮に 1kg あたりのごみ処

理経費を約 52 円（平成 25 年度実績）とすると、約 42,000 円の経費削減効果と推計される。ご

み処理経費削減効果のみでみると、出張エコ広場に要した経費を下回っているが、出張エコ広

場の開催を通した市民へのリユースの啓発効果や、地域づくりの効果を踏まえると、経費に見

合う効果が得られたと考えられる。また、出張エコ広場の経費の多くは、チラシ、のぼりの作

成費用であり、今後開催を継続する場合においては、既存のものを活用することで、より少な

い経費での開催が可能になると考えられる。また、チラシの配布は、自治会・町内会の協力に

より掲示板への掲示、回覧を行った他、ニュース掲載、小学校の協力、ボランティアによる戸

別配布を実施したことで、経費を抑えることができている。 

 

リユースシンポジウムのチラシ及びリユースパンフレットは、デザイナーに作成を依頼し、

「いいね！リユース」をキャッチコピーとして人目をひくデザインでカラー印刷し、広報ずし

と同時に全戸配布したが、リユースシンポジウムの集客、またリユースパンフレットへの反響

を踏まえると、市民に対する啓発効果は大きかったと考えられる。 

 

 

４．次年度以降の計画について 

本モデル事業の取組みは、いずれの場合もリユースに対する地元住民の高い関心と協力が背

景としてあげられる。市役所のみの開設展示から、地域レベルでの出張エコ広場を開催したこ

とは、地域でのリユース促進、ごみの減量につながっただけでなく、地域の人材おこし・モノ

の流れを通して地域コミュニティの交流を深めるなどの効果も得られた。 
 
 
 
 



- 39 - 

４.１  今後の予定 

モデル事業での実験的な開催を通して、市民の関心や要望は高いことが伺われ、各地域での

出張エコ広場は以下のとおり継続して開催することを検討・予定している。 

 

イ) 体験学習施設スマイル 

会場が市の施設であることから、会場使用についての調整が必要だが、子育てボランティ

アや、施設利用者、近隣の住民からの期待や関心度は高く、同じ敷地に市民プールがある

ことから、夏期のイベント実施を検討中である。 

施設を利用している高校生学生委員会との交流も生まれ、今後連携してリユースのまちづ

くりをすすめていくことが期待される。 

 

ロ) 西友逗子ハイランド 

今回、地元住民がボランティアスタッフとして多く参加し、スーパーも大変協力的であり、

５月から奇数月の第３金曜日・土曜日に定期的に開催することとなった。 

 

ハ) 久木会館 

自治会や小学校の協力およびボランティアスタッフのチラシ配布により、効果的な周知が

図られた。今回開催をきっかけに、６月より年３回程度の定期開催を行う道筋ができた。

空きスペースを有効利用して棚を使用し、常設のリユースコーナー（無人）を設置する予

定である。 

 

４.２  今後の課題 

イ) 持ち込みのルールを確立することが必要である。持ち込む品物は、ごみになるものではな

く、誰もが気軽に気持ち良くリユース出来るものに徹底できるかが鍵である。 

 

ロ) 公共の施設での開催は、会場使用料が発生する。継続して開催するには、予算確保がハー

ドルとなる。 

 

ハ) イベント開催後の片づけ、残ったものの処理をどうするか。逗子の場合は市内中央部（市

役所）での常設会場「エコ広場」で対応できることがメリットである。今後のリユース事

業者との連携を図るうえでも重要である。 

 

ニ) 地域で開催したことにより、新たな利用者が生まれ、更なるリユースの活性化につながる

一方で、ボランティアスタッフの確保が難しい。地域の人々の手により、地域でリユース

される仕組みが望まれる。 
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III. 愛知県武豊町 

１．リユースモデル事業の概要 

１.１  プランの概要 

平成 23 年より住民から集めたリユース品を会場に展示、参加者が持ち帰るイベント「武豊リ

ユースパーク」を実施しているが、その仕組みを踏襲して常設のリユース施設「武豊リユース

ステーション」の開設を町内事業者と連携しながら検討する。 

「武豊リユースステーション」は資源回収拠点である「たけとよエコステーション」に併設

する形で平成 27 年 1 月 6 日（火）に開設した。 

 

（1）対象品目 

町民の方から提供いただくリユース品は、「キッチン用品」、「日用雑貨品」、「育児関係」、

「衣料品関係」、「本・CD・DVD・ゲーム」とし、町が指定する処理困難物、家電リサイクル

法対象品目（冷蔵庫・冷凍庫、テレビ、洗濯機・衣類乾燥機、エアコン）等は受付対象外とし

た。 

一定期間、引き取り手が現れなかったリユース品については、資源物として処理可能なもの

はエコステーションで引き取る。資源物として処理できないものについては、武豊町にて適正

処理を行う。 
 

「武豊リユースステーション」で対象としたリユース品 
品目 受付できない品目 

キッチン用品 ・汚れ、破損のひどい品物 
・部品が欠品しており、機能に支障があるもの 
・町の指定で処分する“処理困難物”として扱われるもの 
・家電リサイクル法の対象製品 
・危険物、動植物、飲食物、化粧品、医薬品、その他法律上販

売が禁止されているもの 
・無線機など、使用の際に専門の知識を要するもの 
・個人情報が漏えいする恐れのあるパソコンの周辺機器 

日用雑貨品 
育児関係 
衣料品関係 

本・CD・DVD・ゲーム 

 

（2）取組の概要 

武豊リユースステーション開設に向けて、エコステーションの運営事業者である株式会社エ

イゼンと協議して、リユースステーションの運営方法の検討を行った。11 月に広報用ちらし・

ポスターを作成し、町内の施設へ配布するとともに、イベントなどで取組の紹介を行った。 

リユース品の提供は、エコステーションが営業している月～土曜日の 9：00～15：00 に受け

付ける。リユース品を持ち込んだ町民は施設内のリユースボックスにリユース品を入れ、係員

からリユース品交換券を受け取る。 

リユース品の交換は、火・水・木の 13：00～15：00 に受け付ける。施設内に受け取りを希

望するリユース品があれば、交換用紙に必要事項を記入の上、リユース品交換券と引き換えに

リユース品を持ち帰ることができる。 
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事業者は、町民から提供されたリユース品の陳列・展示や整理、提供品目別の重量やリユー

スされた品目別の重量、リユース品提供者数、交換者数などの記録を行う。 

（3）役割分担 

武豊町は「リユースステーション」の責任者として、開設に向けた企画・準備、効果測定等

を行う。たけとよエコステーションの運営事業者でもある株式会社エイゼンは、リユース品の

受付・交換業務、リユース品の展示・整理等を行う。 

  

・常設交換スペースの運営について自治体と事業者の役割分担まとめ 
武豊町 株式会社エイゼン 

開設に向けた企画・準備 運営準備 
ちらし作成、広報への掲載による告知 リユース品の受付・交換業務 
町民からのお問い合わせへの応対 リユース品の展示・整理 
運営に関する状況確認 集客数や重量等の測定 
効果測定の検証 アンケートの実施 
今後の運営に関する検討  
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１.２  広報・PR の方法 

ちらし・ポスターの町内施設への配布、広報及びホームページへの記事の掲載、ごみに関

する問い合わせの際の紹介などを実施した。 

 

２．モデル事業の利用状況・問題点・効果について 

２.１  モデル事業の利用状況について 

武豊リユースステーションの 1 月～３月の提供重量、リユースされた重量、廃棄された重

量は下記の通りである。日用雑貨品やキッチン用品のリユースされた重量が多い。 

 

武豊リユースステーションの利用状況実績（１～３月分，単位：kg） 
 キッチン

用品 
日用雑貨品 育児関係 衣料品関係 本・ＣＤ等 合計 

リユース品 
提供重量 

358.3kg 622.5kg 140.6kg 272.5kg 409.8kg 
1803.7kg 

リユースされ

た重量 
254.8kg 352.4kg 31.3kg 72.1kg 35.6kg 746.2kg 

リユース率 71.1% 56.6% 22.3% 26.5% 8.7% 41.4% 
廃棄重量 67.5kg 154.6kg 72.1kg 91.0kg 216.9kg 602.1kg 

   ※平成２６年度開催の「武豊リユースパーク」残重量分含む 

（提供重量＝リユースされた重量＋廃棄重量）とならないのは、現在武豊リユースステーション内に展示されている重量があるため 

 
武豊リユースステーションの利用人数（１～３月分） 

 提供者数 交換者数 ユニークユーザー 累計リピート人数 

１月 126 人 53 人 44 人 9 人 
２月 127 人 94 人 48 人 55 人 
３月 121 人 102 人 31 人 126 人 
合計 374 人 249 人 123 人 126 人 

＊初めての利用者には交換用紙の裏面にてアンケートを実施しているため、その回答数からユニークユーザー数を算出 
 

２.２  モデル事業の問題点（事業者・利用者からのヒアリングを元に作成） 

Ａ．運営面 

（交換券について） 

  数量に関わらず１度のリユース品の提供につき、１枚の交換券を進呈という仕組 

みについて、提供点数１点につき交換券１枚にしてほしいという声が多くあった。 

また、同様に交換券１枚につき持ち帰ることができる品物の点数が１点という制度につ

いても少ないという声があった。 

→現場において品物を見ながら柔軟に判断をしたが、今後も継続して行う事業であ 

るため、交換券制度の再検討が必要である。 

  （展示品の検品作業について） 
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    電子機器については、電源を入れても作動しない場合や付属部品が不足してい 

ることがあった。また、個人情報の漏えいやＰＬ法等の問題が懸念されるため、 

対応についての検討が必要。 

本については、成人向け雑誌が混ざっていたり、使用済みの塗り絵や日記が提 

供されることがあった。 

ＣＤ、ＤＶＤ、ゲーム類については、ケースと中身が異なっている品物が多く 

   見られた。また、私的利用のためにダビングされたディスクも提供品の中に含ま 

   れていたので、検品作業に時間がかかった。 

→検品作業に時間をかけることによる人件費の高騰や持ち帰ってもリユースでき 

ない品物・間違った品物であることを未然に防ぐためにも取扱品目の見直しが 

必要である。 

 

Ｂ．会場及び営業時間 

 （会場レイアウトについて） 

   提供される点数が増えてきたため、スペースが不足している。また、リユース 

品を見定めているうちに種類別に整理されている品物が混在してしまっている 

様子が多く見られた。そのため、リユース品の閲覧がしにくくなるのに加え、月 

末の棚卸時に重量の誤差が生じてしまっている。 

→陳列用品の充実から品物のレイアウトの向上を狙い、リユースを促しながら、 

業務の簡素化を図りたい。また、取扱品目の見直しにより会場の整理をするこ 

とも必要なのではないか。 

 

２.３  効果測定について 

○リユースに関する実績整理 

  １月６日火曜日から３月２６日木曜日に実施したモデル事業において、リユース品提供

者…３７４人、リユース品交換者…２４９人、リユース品の提供重量…1,803.7kg、リユー

スされた重量…746.2kg という実績を得ることが出来た。 

  前頁の表から見ても利用者数は増加傾向にあり、町民にリユースが浸透してきているの

ではないかと判断する。 

  また、746.2kg リユースされたことでそれに伴うごみ・資源の運搬費や中間処理費を削

減することができた。（約 1 万 8 千円の削減） 

  エコステーションの来場者が増加することによる駐車場の混雑等の問題は現状におい

て発生しておらず、むしろ武豊リユースステーションの開業により、普段は来場者数の少

なかった火・水・木曜日の午後に分散されている様子であった。さらに武豊リユースステー

ションの認知度が高まり来場者が増えることで、エコステーションでの資源物回収量の増

加に伴う資源物売買に伴う町の歳入の増加にもつながるのではないかと考える。 
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○採算性について 

本モデル事業に係った経費≪税込≫ 
広報費 223,560 円 Ａ４チラシ両面カラー印刷…20,000 枚 

Ａ２ポスター片面カラー印刷…200 枚 
看板作製費 140,940 円 Ａ型サイン D600×H900＋300 

片面サイン ５台 アルミ枠 
ポリウェイト１０個 

会場清掃費 98,280 円  
消耗品費 298,158 円 陳列用コンテナ、交換用紙代など 
合計 760,938 円  

 次年度以降の本事業実施に際する採算性について 

 （必要経費） 
人件費 497,250 円 リユース品交換受付業務…153 日 

週３日（火・水・木）13～15 時 
諸経費 58,306 円 交換用紙代、陳列用具購入費など 
消費税 44,444 円  
合計 600,000 円  

 （事業展開に伴う町への利益）≪想定≫＊モデル事業期間の実績３か月×４で算出 
運搬費の削減 14,828 円 （746.2kg×４）×4.6 円×1.08 
中間処理費の削減 58,024 円 （746.2kg×４）×18 円×1.08 
資源回収量増加に伴う歳入増加 約 86,800 円 996 人（249 人×４）増加により 

約 14,000kg 資源物回収量増加 
合計 約 160,000 円  

 ＊リユースされた品目を全て再資源不燃物と仮定し、処理費を計算した場合 

＊資源回収量増加に伴う歳入増加は平成２５年度の来場者数、資源回収量、資源売買量の割合から算出 

 

【費用対効果のまとめ】 
（必要経費）－（事業展開に伴う町への利益） 

   600,000 円 － 160,000 円 ＝ 440,000 円分事業費として必要となる 
 

 

○来場者アンケートの結果整理（１～３月実施） 

 ＊初めて武豊リユースステーションに来場した人を対象にアンケートを実施した。 

＊有効回答数人数 １１１人 
Ｑ１．環境用語である４Ｒのうち、意味を知っているものはありますか？（複数回

答可） 
Ａ．リサイクル  １０６人 
Ｂ．リユース   ９４人 
Ｃ．リフューズ   １１人 
Ｄ．リデュース   ２３人 
Ｅ．どれも知らない    １人 
Ｑ２．普段からリユース活動をしていますか？  
Ａ．している 
以下、どのような方法で行っていますか？（複数回答可） 

  ９０人 
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 リサイクルショップに持ち込む   ４０人 
武豊リユースパークへの出品   ４８人 
ネットオークション   １４人 
家族や友人にゆずる   ４５人 
フリーマーケットやバザーに出店   １８人 
その他    ０人 

Ｂ．していない   １６人 
Ｑ３．武豊リユースステーションを通じて、「リユース」の意識が高くなりました

か？ 
Ａ．非常に高くなった   ７２人 
Ｂ．少し高くなった   ３２人 
Ｃ．あまり高くならなかった    ０人 
Ｄ．変わらない    ６人 
Ｑ４．今後も武豊リユースステーションを利用したいと思いますか？ 
Ａ．定期的に利用したい   ９５人 
Ｂ．機会があれば利用したい   １６人 
Ｃ．利用したいとは思わない    ０人 

 

 【自由記入欄への意見（代表的なものを抽出）】 

・とても良い取り組みだと思います。是非続けてほしいです。 

・どんどん品物が増えて、リユースコーナーが立派になればいいですね。武豊の町民もみんな

が喜ばれる場所になることでしょう。今日初めて利用しましたが、たくさん品物があってびっ

くりしました。今の時代、モノ余りで共有してもらえるのが一番いいですね。 

・リユースの実現は、私も大賛成です。これからも利用させていただきます。 

・とても楽しく見せて頂きました。 

・働いている方がとでも親切で嬉しかったです！ 

・高齢者のたまり場みたいになってちょっとした修理などもしてくれると生きがいになる人も

いるかと思います。 

・使わないけど捨てられないものがたくさんあるので、持って行ける場所が近くにできてすご

く助かります 

・リユース品のなかには、欲しいと思っていたものがあったりするので、見て回るのも楽しみ

です。知り合いにも教えてあげたい 

・これってリユース品？処分したほうが…と感じるものもありました。 

・交換券はリユース品提供１品につき１枚がうれしいな  

・夕方 5 時までにして下さい。 

 

○「武豊リユースステーション」次年度以降の計画の検討 

今後の課題としては、２）モデル事業の問題点で挙げた通り、交換券制度及び取扱品目につ

いて見直さなくてはならないと考える。具体的には、リユース品提供者に渡している交換券の枚

数の見直しもしくは交換券制度の廃止、リユース品の使用が困難なものや検品作業に時間を要す

る品目は受付品目から除外する等の検討が必要である。本事業を継続的な事業として展開させる
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ためには、これらの問題点の改善・制度変更により諸経費及び人件費の削減へのアプローチを考

えなくてはならない。 

武豊リユースステーションをよりよい施設として町民にとって利用しやすく機能させるため

に本モデル事業期間を経て得ることが出来たこれらの反省点について２７年度、２８年度に改善

方法の検討、実施をしていく。広域ごみ処理施設の建設に動いている本町において、本事業のよ

うな先進的な取組を継続させることで、町民の生活にリユース文化を根付かせ、環境への意識の

高い町民を増やしていきたい。それにより、更なるごみの減量化の実現を果たし、「環境のまち

武豊」を目指す。 
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「武豊リユースステーション」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ガソリンスタンドを改修したエコステーション＞  ＜リユースステーションの入り口＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リユース品の受付場所＞          ＜リユース品の陳列の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜衣類＞                  ＜おもちゃ＞ 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

＜リユース交換券＞          ＜リユース交換用紙（申込用紙）＞ 


